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        層に層別
 抽出単位，抽出枠：第1次抽出単位は各市町村の各投票区，第2次抽出単位は各個人，抽出台帳は基
          本選挙人名簿
 抽出標本6，000の性，年齢の推定平均，推定平均の分散の推定値，分散の増加率，層別2段抽出の影
響を，それぞれ求めると二次のようになる．
抽出標本 m＝6000 調査できた標本 n＝4429
性（男の比率）狂5離箒 性（男の比率） 年齢（コード）
推定平均 47．712           5．215 43．978       5．299
推定平均の分散の推定値 O．46677          0．00221 0．66965          0．00284
単純ランダムの分散の推定値 0．41673          0．00120 O．55768          0．00工56
分散の増加率 1．120       1，851 1．201       1．826
層別2段抽出の影響度 1．058       1．360 1．096        1．351
 調査できた標本からの計算値は，抽出標本全体からの推計値にほぼ近くたっている．
 一般の項目については調査できた標本からの計算で考える．調査はK型とM型の調査票を1人おき
に使用したので，K調査の結果（m＝2256），M調査の結果（m＝2173），および共通項目の結果（m＝4429）
に分かれる．共通項目を利用して，計算値の安定性の検討もできる．
 各調査結果からみて，標本誤差は，単純ランダム・サンプリングの場合にくらべ，ほぼ1．3倍以内に
おさまる．これを越えるものは，職業のうち農業，持物のうち土地，家屋，学歴（大学と中学）等，地
域（調査地点）との関連が強いとみられる基本項目，および三（多）項選択の中間項になる（後者には
調査員の影響も考えられる）．
 層別の効果は地域に関連の強い基本項目には安定してみられる．
 結果の安定性をみると，K調査，M調査の共通項目に関する推定平均の相関は0，994，推定平均の分
散の推定値の相関は0，972，標本誤差の倍率の相関はO．845となるが，層別の効果は0，345で，やや不安
定である．
